7月7日集会報告

今回の行動は全国各地から約３００名の仲間が集まり、厚労省前で交渉団を応援しました。司会は、東京のTさんとHさん、名古屋のSさん、そして大阪から来た私でした。Tさん、Hさん、Sさんは司会をやるのは初めてで、それぞれがリーダーシップをとっていて、素晴らしい司会っぷりでした。

集会は１５時からスタート。前半はTさんが司会を担当。まず始めに実行委員長から全体挨拶。その後、DPI、JIL、介護保障協議会、要求者組合、ピープルファースト、ピアサポートネットワークとそれぞれの呼びかけ団体から挨拶してもらいました。また、DPIからはこれまでの経過と今回の要望案も説明してもらいました。

呼びかけ団体からの挨拶の後、今回の行動に参加してくれた団体からのマイクアピールを開始。途中交渉団をみんなで見送り、交渉団が戻ってくるまで力強いマイクアピールやシュプレヒコールを行いました。

後半の司会はHさんとSさん。この二人は昨年のJILのインターシップの同期生。途中で同期生の方がヒュプレヒコールを担当してくれて、同期生同士で集会を盛り上げてくれていました。

マイクアピールやシュプレヒコールには２５名くらいの方にやってもらえたのではないかと思います。途中、交渉団の方が交渉経過を説明にきてくれました。交渉は移動介助の部分で紛糾しているみたいでより一層交渉団を応援する感じで力強いマイクアピールやシュプレヒコールを続けました。

１８時前に交渉団が戻ってきて、交渉報告を4名の方がしてくださり、最後に大阪の星Kさんがシュプレヒコールと「生き抜いて生き抜いて、あきらめなければ、必ずチャンスがつかむことができる」を熱いメッセージを伝え、各地での運動が広がっていくことを願い、七夕集会を終了しました。
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